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新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

令
和
６
年
度
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

最
大
６０
万
円
補
助 

新
婚
世
帯
を
応
援
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
協
働
推
進
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
８
）

内
に
5
年
以
上
居
住
す
る
意
思
が
あ

る
、
⑨
自
治
会
に
加
入
す
る
意
思
が
あ

る
、
⑩
深
谷
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い

補
助
額　
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が
、

夫
婦
と
も
に
満
29
歳
以
下
の
世
帯
＝
上

限
60
万
円
、
夫
婦
の
う
ち
年
齢
の
高
い

方
の
か
た
が
満
30
歳
か
ら
満
39
歳
ま
で

の
世
帯
＝
上
限
30
万
円

申
し
込
み　
3
月
31
日
㈪
ま
で
に
申
請

書
類
一
式
を
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
予
算
上
限
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

※
対
象
費
用
や
要
件
な
ど
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
新
婚
世
帯
を
対
象
に
住
居
費
・
リ
フ

ォ
ー
ム
費
・
引
越
費
用
を
最
大
60
万
円

補
助
し
ま
す
。

対
象
世
帯　
次
の
①
～
⑩
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
世
帯

①
令
和
6
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
7
年

3
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
を
受
理
さ
れ

て
い
る
、
②
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
、

③
申
請
時
に
夫
婦
と
も
に
、
ま
た
は
一

方
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
、
④
夫
婦

の
前
年
の
所
得
の
合
計
が
５
０
０
万
円

未
満
、
⑤
市
税
に
滞
納
が
な
い
、
⑥
住

宅
お
よ
び
引
越
し
に
対
し
て
、
ほ
か
の

公
的
制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な

い
、
⑦
過
去
に
同
様
の
制
度
に
よ
る
補

助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
、
⑧
市

　
国
の
『
国
民
の
安
心
・
安
全
と
持
続

的
な
成
長
に
向
け
た
総
合
経
済
対
策
』

に
基
づ
き
、
価
格
高
騰
重
点
支
援
と
し

て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。
制
度
の
詳
し
い
内
容
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給
付
額　
１
世
帯
あ
た
り
3
万
円
。
世

帯
員
に
18
歳
以
下
（
平
成
18
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
）
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
は
、
子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
万
円
を

加
算

対
象　
基
準
日（
令
和
６
年
12
月
13
日
）

に
お
い
て
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世

帯
全
員
の
令
和
６
年
度
分
の
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
の
世
帯（
世
帯
全
員
が
、

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か
た
の
扶

養
で
あ
る
場
合
は
対
象
外
）

通
知
書
送
付　
令
和
５
年
度
ま
た
は
令

和
６
年
度
の
非
課
税
世
帯
向
け
給
付
金

を
受
給
し
、
給
付
要
件
や
振
込
口
座
を

確
認
で
き
る
世
帯
に
は
、
３
月
上
旬
に

『
支
給
決
定
通
知
書
』
を
郵
送
し
、
そ

の
後
振
り
込
み
ま
す
。

　
な
お
、
給
付
要
件
は
確
認
で
き
て
も

振
込
口
座
が
不
明
な
ど
の
理
由
で
、
支

給
決
定
通
知
書
を
送
付
で
き
な
い
世
帯

に
は
、
３
月
上
旬
に
『
確
認
書
』
を
送

付
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
添
付
資
料
と
一
緒
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　
令
和
６
年
１
月
２
日
以
降
に
深
谷
市

に
転
入
し
た
か
た
が
い
る
世
帯
な
ど

は
、
申
請
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
12
月
14
日
か
ら
令

和
７
年
６
月
17
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

支
給
時
期
　
書
類
を
受
け
付
け
後
、
お

お
む
ね
1
カ
月
で
支
給

※
書
類
に
不
備
が
あ
る
と
、
振
り
込
み

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
方
法

　
原
則
、
世
帯
主
の

口
座
へ
振
り
込
み

申
請
期
限　
６
月
30

日
㈪
ま
で

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
福
祉
政
策
課
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
う
５
７
１
‐
１
２
１
１ 

内
線
７
０
２
８
）

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
使
っ
て
住
民
票
な
ど
の
証
明

書
が
簡
単
に
取
得
で
き
る
、『
コ
ン
ビ

ニ
交
付
』
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
課
・
市
民
税
課
で
取
り
扱
う
証
明
は

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
課（
う
５
７
４
‐
６
６
４
０
）・ 

市
民
税
課（
う
５
７
４
‐
６
６
３
７
）

　
3
・
4
月
は
住
民
異
動
届
の
集
中
に

よ
り
、
市
役
所
本
庁
舎
の
市
民
課
が
た

い
へ
ん
混
雑
し
、
証
明
書
の
取
得
な
ど

の
待
ち
時
間
が
、
通
常
よ
り
も
非
常
に

長
く
な
り
ま
す
。

　
各
種
証
明
書
の
取
得
に
は
、
各
総
合

支
所
な
ど
の
窓
口
や
、
全
国
の
コ
ン
ビ

▲�市ホームページ

取得できる証明書一覧

証明書種類
コンビニ交付

年末年始を除く毎日 午
前6時30分～午後11時

総合支所
平日 午前8時30分～午

後5時15分

住民票の写し 〇 150円 〇 200円

住民票記載事項証明書 〇 150円 〇 200円

戸籍全部（個人）事項証明書 〇 400円 〇 450円

戸籍の附票の写し 〇 150円 〇 200円

印鑑登録証明書 〇 150円 〇 200円

課税（所得）証明書 〇 150円 〇 200円

非課税証明書 × - 〇 200円

納税証明書 〇 150円 〇 200円

市税に滞納がないことの証明書、
評価証明書、公課証明書、名寄帳
の閲覧、無資産証明書など

× - 〇 200円

※公民館での証明書交付（住民票の写し、戸籍全部（個人）事項証明書、印鑑登録証明書）は
3月31日㈪をもって終了となります。

（〇＝取り扱いあり、×＝取り扱いなし）

あ市民課（う573‐3151）

有効期限が近づいたら！

マイナンバーカード
電子証明書の
更新手続き

　マイナンバーカード
（個人番号カード）に搭
載されている電子証明書
の、有効期限の更新手続
きは、有効期限の３カ月
前からできます。
受付窓口　市民課、各総
合支所、キララ上柴行政
サービスセンター
※平日のみ受け付け
※詳しくは市ホームペー
ジ（下記QRコードから

アクセス）、
または電話
で問い合わ
せ先へ

コンビニ交付は、窓口での交付よりも
手数料が50円安くなります

市
役
所
の
窓
口
へ
行
か
ず
に
手
続
き
が
で
き
ま
す

深
谷
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
（
電
子
申
請
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
室
（
う
５
７
４
‐
８
５
６
３
）

を
選
択
し
、
申
請
す
る
手
続
き
の
分
野

を
選
択
し
ま
す
。

　
初
め
て
深
谷
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利

用
す
る
場
合
は
、
ま
ず

友
だ
ち
登
録
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

（
電
子
申
請
）』
か
ら
利
用

　
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
、

ま
た
は『
か
深
谷
市
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
』

で
検
索
し
、
一
覧
か
ら
、

申
請
す
る
手
続
き
を
選

択
し
ま
す
。

　
市
役
所
で
行
う
手
続
き
に
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
（
電
子
申
請
）
を
利
用
し

て
、
窓
口
の
手
続
き
や
電
話
で
の
連
絡

を
と
ら
な
く
て
も
、
完
了
で
き
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

各
種
手
続
き
や
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み

な
ど
が
、い
つ
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
（
電
子
申
請
）
を

利
用
す
る
時
は
、
事
前
に
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

深
谷
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
利
用

　
深
谷
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の『
く
ら
し
』

の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら『
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
』

▲市ホームページ ▲市公式LINE

STEP① 『くらし』
を選択

STEP② 『オンライン
申請』を選択

STEP③ 表示される画面から
希望の手続きを選択

スマホからのオンライン申請は
市公式LINEが便利です

67 2025.3. 広報ふかや2025.3. 広報ふかや2025.3. 広報ふかや
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新たに始まる制度・事業や、生活に身近な話題などをお知らせします

Ｂ Ｏ Ｘみんなの声みんなの声

深谷市長

小島　進

第
75
回
全
国
植
樹
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す

空き家問題解決のための総合プ
ラットフォーム『a

ア キ ソ ル

kisol』をご
利用ください。
　深谷市は、『akisol』を運営する㈱ジチ
タイアドと協定を締結しています。
　『akisol』は、空き家を所有するかたか
らの相談窓口を担い、問題解決に向けた
サポートをします。空き家をどうすれば
よいのか分からず困っている
かた、売却が難しい空き家を
手放したいかたなどは、ぜひ
ご利用ください。

問い合わせ　自治振興課（う574‐8597）

Ａ

売却が難しい空き家を手放したい
のですが、どこに相談すればいい

のですか？

Ｑ栄一翁と思い出の時代へ

　私が通った八基小学校は、玄関で優しく微
ほ ほ

笑
え

む栄一

翁が出迎えてくれた。歌
う た

子
こ

さん作詞の校歌は、幼い私

には呪文のように感じて難しかったが、授業で先生が

意味を丁寧に教えてくれた。当時、中
な か

の
ん

家
ち

は留学生の

学びの場となっており、下校中「ハロー、グッバイ！」

と挨
あ い

拶
さ つ

を交わし、外国の人と話しちゃった！と英語が

できた気分になりワクワクする瞬間だった。そんな経

験ができたのも、栄一翁との繋がりがあってこそ。栄

一翁のように、故郷を大切に思い、何事にも挑戦する

心を忘れずにいたい。八基小で学べたことを誇りに思う。

栄一翁賞

一般の部

　

全
国
植
樹
祭
は
、
豊
か
な
国
土
の
基

盤
で
あ
る
森
林
・
み
ど
り
に
対
す
る
国

民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
開
催
地
を

変
え
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
、
国
土
緑
化

運
動
の
中
心
的
行
事
で
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、
昭
和
34
年
に
寄
居
町

で
開
催
さ
れ
た
第
10
回
大
会
以
来
、
66

年
ぶ
り
と
な
る
第
75
回
大
会
が
、
５
月

25
日
㈰
に
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
会
で
は
、
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
全
国
か
ら

多
く
の
招
待
者
が
集
ま
る
中
、
式
典
行

事
や
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

深
谷
市
で
は
、『
深
谷
テ
ラ
ス
パ
ー
ク
』

が
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
な
り
、
式
典
の

様
子
が
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
る
ほ
か
、
各

種
の
P
R
展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

開
催
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、現
在
、

全
国
植
樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
製
作

さ
れ
た
『
木
製
地
球
儀
』
が
、
県
内
市

町
村
で
巡
回
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
深

谷
市
で
は
、
３
月
24
日
㈪
～
27
日
㈭
に

市
役
所
本
庁
舎
１
階
に
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

深
谷
市
に
は
、
自
然
を
満
喫
で
き
る

『
鐘か

ね

撞つ
き

堂ど
う

山や
ま

ふ
る
さ
と
の
森
』
が
あ
り
、

多
く
の
か
た
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
春
の

山
桜
や
、
四
季
折
々
の
草
花
を
楽
し
め

る
ほ
か
、
鐘
撞
堂
山
（
標
高
３
３
０
ｍ
）

は
、
１
時
間
程
度
で
登
る
こ
と
が
で
き

る
ハ
イ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て

い
て
、
日
帰
り
登
山
を
楽
し
め
る
里
山

と
し
て
人
気
で
す
。

　

こ
の
環
境
は
、『
ふ
る
さ
と
の
森
サ

ポ
ー
タ
ー
』
の
皆
さ
ん
が
市
と
の
協
働

に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
登
山
道
の
下し

た

草く
さ

刈が

り
な
ど
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
、

守
ら
れ
て
い
ま
す
。
森
林
・
み
ど
り
を

守
り
育
て
る
活
動
に
取
り
組
む
皆
さ
ん

に
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
全
国

植
樹
祭
の
招
待
者
と
し
て
推
薦
し
、
深

谷
市
を
代
表
し
て
式
典
行
事
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
大
会
を
機
に
森

林
・
み
ど
り
へ
の
関
心
を
、
深
め
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　鈴
すず

木
き

　理
さと

美
み

 さん

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　
熊
谷
年
金
事
務
所
（
う
５
２
２
‐
５
０
１
２
）

保
険
年
金
課
（
う
５
６
８
‐
５
０
０
１
）

任
意
加
入
制
度

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
を
得
ら
れ
な
い
か
た
や
、
老
齢
基
礎
年

金
を
満
額
受
給
で
き
な
い
た
め
年
金
額
の

受
取
額
を
増
や
し
た
い
か
た
は
、
60
歳
以

降
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
で
き
る
期
間
は
、
65
歳
に
な
る

ま
で
、
ま
た
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
、
い

ず
れ
か
早
い
時
期
で
す
。

な
お
、
65
歳
に
な
っ
て
も
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
を
得
ら
れ
な
い
か
た
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
受
給
資
格
を
得

ら
れ
る
ま
で
の
期
間
、
特
例
と
し
て
任
意

加
入
で
き
ま
す
（
昭
和
40
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
か
た
に
限
る
）。

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
の

か
た
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

◆
保
険
料
…
月
額
１
万
７
５
１
０
円（
令

和
７
年
度
）

◆
申
請
時
に
必
要
な
物
…
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
な
ど
、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳

届
出
印
、
本
人
確
認
書
類

※
65
～
70
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
加
入

す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
戸
籍
謄

本
な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
か
た

や
、
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

か
た
は
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
に
住
ん
で
い
る
外
国
籍
の
か
た
も

国
民
年
金
へ
の
加
入
が
必
要
で
す

外
国
籍
の
か
た
で
あ
っ
て
も
、
20
歳

以
上
60
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
と
き
に
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
か
た
を
除

く
）。
住
民
登
録
の
あ
る
市
区
町
村
の
国

民
年
金
担
当
窓
口
で
加
入
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
外
国
籍
の
か
た
が
、
国
民
年

金
保
険
料
を
６
カ
月
以
上
納
め
て
、
年

金
給
付
を
受
け
ず
に
帰
国
し
た
場
合
に

は
、
出
国
後
２
年
以
内
に
請
求
手
続
き

を
す
る
と
、
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
脱

退
一
時
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
熊
谷
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲市ホームページ

安全で安心な
太陽光発電
余剰電力を
お譲り
ください！

1固定価格での買取 2寄附

プランA
ふかやeパワーが余剰電力
を買い取ります。

買取価格8.6円 /kWh
（税込、消費税率10％）

プランB
ふかやeパワーと電力の供
給契約を締結します。

買取価格8.8円/kWh
（税込、消費税率10％）

ふっかちゃんでんきに
直接電気を寄附するこ
とで、その電気は深谷
市の公共施設で使われ
ます。電力寄附に際し
てお礼の品として『ネ
ギー』を受け取れます。

１kWhあたり9.0 negi
（9円相当）

※年4回に分けて付与
※ネギーは、深谷市内
990 店舗以上で使える
地域通貨です（１negi
＝１円相当）。

※お礼の品『ネギー』を受け取れます

詳しくは、問い合わせ先ホームページ
（下記ＱＲコードからアクセスまたは
『ふっかちゃんでんき』で検索）でご確
認ください。
※『ふっかちゃんでんき』は深谷
市も出資する地域に根差した電力
会社です。

あふかやeパワー㈱
担当：紺

こ ん

野
の

う578‐ 8217
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